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認定 NPO 法人になりました！
認定 NPO・条例指定 NPO 法人格を幸いに

もこの年度替わりに取得することができまし
た。

年３千円以上の寄付者が年平均１００人以
上いらっしゃるということが、認定 NPO と
なる資格条件の大きな部分を占めています。

コロナ禍のもと、仕事やすまいを失ってし
まった人の支援に２２団体共同で取り組んだ

「住まいとくらし緊急サポートプロジェクト
OSAKA」、若い世代を対象とした就労支援付
き居住支援「大阪の未来を支える世代に居住
支援を＃ほっとかへんで大阪」に、たくさん
寄せていただきました寄付が礎となって、今
回の認定 NPO・条例指定 NPO 法人格の取得
へと至ることができたのです。

この機会を借りて、寄付を寄せていただい
たみなさま、当機構の活動に関心を寄せてい
ただいているみなさまに、厚く御礼申し上げ
ます。

認定 NPO 法人になるということは、これ
まで以上に活動の公共性を高め、社会的信頼
を結んでいくということです。当機構には、
もしかしたらまだ十分な力が備わっていない

のかもしれません。それでも困難と向かい合
いながら、ゆっくりとこの道を進んでいきた
いと思います。

インクルーシブな大阪をめざし森へ！
これまでの国土整備は、都市間の交通・流

通を広く円滑にすることを中心に進んできま
したけれども、そうした経済成長モデルでの
開発は既に限界を迎えています。これからは
都市で暮らす人たちが、森での生活を楽しみ
幸福度をあげていくことに向けた整備を進め
るべきではないでしょうか。そうした取り組
みにより都市と森林環境を複合的にマネジメ

２０２２年二つの大きなチャレンジ
( 事務局長　松本 裕文 )

就労支援のひとつ、いきいき清掃講習修了で無事受
講証をゲット
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私たちは、就労機会拡大と居住・生活の安定により、野宿生活をしなくてもよい社会の形成をめざします。
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ントしていくわけです。今後さらに大型化が
進む台風や局地豪雨による被害を少なく治め
ていくために都市の防災の問題を森林環境の
維持と一体的に進めていくことが重要です。
近年、障がい者・高齢者等が参加できるイン
クルーシブな公園の整備が謳われるようにな
り、そこにホームレス生活者の就労支援を先
駆的に採り入れた都市公園管理共同体の取組
がすでに大阪では根付いています。

都市中心部での仕事と住まいが不安定な方
への支援を拡充していくとともに、山間部
でそうした方々が働ける場所を作っていく。

「インクルーシブな都市大阪」への変容を未
来に描いてみよう。そうした思いを持って、
大阪府民の森（北河内・中河内地区）の指定
管理をめぐり、ヒアリングや現地視察に参加
してきました。そうした場に参加する公社・
企業・組合等と交渉を重ねるなかで、指定管
理業者としての住友林業緑化株式会社のも
と、株式会社ナイスと当機構が提携して、こ
の４月より府民の森の管理業務に携わること
になりました。

現在府民の森へは、刈払い、土木、駐車場
整理等で、複数のグループが入って作業をし
ています。ホームレス状態から、あるいは日
雇労働から、常用就職へ進むには、困窮とい
う状態からも心理的にも、大きな障壁があり
ますが、それをひとりの責任にせずに、仕事
グループを形成することで、常用就職へ向か
える相互作用や環境を作っていく取り組みで
す。

住友林業緑化株式会社からの学びに次のこ
とがあります。「指定管理者として受託した
業務はしっかりとこなしつつ企業としての利
益は企業としての創意工夫で確保する」とい
うことです。

「仕事ができる機会と場所が欲しいのです」
と交渉にいった私たちは「もっとアイデアや
工夫を出してほしい」という要望をいただく
ことになりました。額に汗そしてたじたじと
なってしまいました。

とはいえよく考えてみますと、私たちは非
営利組織ですが「受託した業務をしっかりと
こなしつつ、制度が追いついていないことへ
の資金や改善方法は法人としての創意工夫で
確保する」ことは同じ姿勢です。

２０２２年度は、いっそう受託事業をそつ
なくこなしてしまわないように、それを活動
のすべてと思わないようによりよい運営を
行っていきたいと思います。

また支援や福祉の次元にとどまらず、実際
に仕事や住まいを失ってホームレス状態に陥

大阪府民の森中河内地区ぼくらの広場から見た大阪
のまち
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る危険が現在よりもずっと緩和された国をめ
ざして、行政・企業との連携、社会連帯を進
めていきます。

今年度はもう一回会報を出して、年度の事
業報告で報告しきれないスタッフが創意・工
夫で取り組んでいる活動について、報告をさ
せていただきたいと思います。

これからの釜ヶ崎支援機構の活動にご理解
とご注目を賜りますよう心よりお願い申し上
げます。
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新型コロナ・住まいとくらし 
緊急サポートプロジェクトＯＳＡＫＡの活動報告

( 小林 大悟 )

「コロナ」という言葉を毎日耳にするように
なり２年以上の時が経過しました。新型コロ
ナ住まいとくらし緊急サポートプロジェクト
OSAKA は２０２０年４月、第一回目となる
緊急事態宣言が発出された際、これから経済
が不安定になり失業者や生活が不安定になる
人が増えることを予想し、大阪内での支援体
制の強化を一番の目的として、大阪中の支援
団体と連携ネットワークを構築し誕生しまし
た。釜ヶ崎支援機構は事務局的役割を担って
おります。

いまだコロナ禍の影響を受け困窮状態に発
展してしまうケースもありますし、一見コロ
ナ禍の影響を直接的に受けてないような場合
も深く事情を聞かせていただくと、間接的に
影響を受けた結果、困窮状態に陥っている場
合もあります。そんななかで本活動は時の経
過の中で活動の形態も少しずつ変化させなが
ら現在も継続して活動を続けております。

本報告では、２０２２年度で主に実施した
活動に絞って報告させていただきます。

連携団体
●支援団体
特定非営利活動法人　移住者と連帯する全国
ネットワーク
NPO 法人　CHARM
一般社団法人　こどもの居場所サポートおお
さか
●参加団体
いちょうの会
NPO 法人　釜ヶ崎支援機構

NPO 法人　こえとことばとこころの部屋（コ
コルーム）
NPO 法人　サポーティブハウス連絡協議会
NPO 法人　バリアフリーサービスつばさ
NPO 法人　HEALTH SUPPORT HINATA
NPO 法人　ライフサポート路木
釜ヶ崎キリスト教協友会
釜ヶ崎講座
釜ヶ崎日雇労働組合
公益財団法人西成労働福祉センター
歯科保健研究会
社会福祉法人　大阪市西成区社会福祉協議会
山王訪問看護ステーション
西成区福祉事業者連絡会
西成若手会
認定 NPO 法人　ビッグイシュー基金
認定 NPO 法人　Homedoor
萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会社
反失業連絡会
ホテル来山
ホテルみかど
有限会社 CR-ASSIST
わたなべ往診歯科

活動内容
①相談会の開催

（１）長期休暇期間の相談窓口開設
役所や各種団体が休業する長期休暇に合わ

せて特別相談窓口を開設しました。
・ＧＷ期間：２０２１年５月 2 日～ 5 月 5

日
相談件数：２２件
緊急宿泊支援利用者数：４人
・年末年始（越年）期間の相談窓口開設
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相談件数：２４人
緊急宿泊支援利用者数：４人

（２）食料配布＆相談会＠西成区民センター
今までの相談会と違い、
・大規模な会場（西成区民センター）での

開催
・より多くの方にアクセスしてもらえる可

能性を考え、会場を従来の釜ヶ崎から西成区
民センターに変更

・相談だけではなく、食料品と生活用品
（赤ちゃん用紙おむつ、生理用品）を配布

・多言語での対応（ベトナム語、スペイン
語、フランス語、ネパール語、タガログ語、
英語、日本語）

などの点が変更されました。
また、協力団体に西成区社会福祉協議会も

加盟していただき、より広くて深い連携体制
を構築することができました。

（１）１１月２７日
食料品配布：１６７人
生活用品配布：１９人
相談件数：３４人

（２）３月２６日
食料品配布：８５人

生活用品配布：１７人
相談件数：２０人
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②緊急宿泊支援

住まいを失った方で住まいを見つけるまで
の間、簡易宿所やビジネスホテルの宿泊を提
供。

２０２１年度は５３人が宿泊支援を利用
し、５００泊を提供しました。（２０２０年
４月からの合計数は１８７人、１５００泊以
上）

③食料支援

緊急宿泊支援中や生活保護の申請中、困窮
状態で食料を購入できない方などを対象に食
料支援を実施しました。２０２１年度は合計
で約２，０００食を提供しました。（２０２０
年４月からの合計数は約６，５００食）

④支援の連携

本プロジェクトを通じて、支援団体間の連
携がより活性化されました。各団体の強みや
領域に合わせて相談に来られた方を他団体と
連携して対応したり、団体スタッフ間での情
報共有などを行う機会が増加しました。これ
により、相談に来られた方により質が高く、
よりスピード感のある対応ができるようにな
りました。
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若年層の住まいを失った人や安定した生活
が脅かされている困窮状態の人を対象とし、
居宅と総合的な支援を提供する取り組みで
２０２０年に事業を開始しました。西成区内
に２２室のワンルームマンションを釜ヶ崎支
援機構で借り上げ、入居後にすぐ生活を始め
られるように必要最低限の家具家電、日用品
も準備しています。

また、居宅をお貸しするだけではなく、入
居者がその後快適に過ごせるように、イキイ
キとした生活が送れるように、就労支援、就
職活動に必要なスーツの貸し出し、受診同
行、区役所等での手続きの同行及び支援、買
い物同行、家計管理、金銭管理、社会的つな
がり作りなど、一人一人の入居者に合わせた
総合的支援を実施しています。

2 つの居住支援の形
この居住支援は入居される方の希望に応じ

て、
①生活保護を受給しながらの生活
②生活保護を受給せず就労し収入を得ること
を目標とした生活

上記の２つの形で展開しています。

①生活保護を受給しながらの生活
入居した部屋で住所を設定し、生活保護を

申請します。生活保護申請には釜ヶ崎支援機
構のスタッフが同行しお手伝いをしていま
す。生活保護が決定し、生活保護費が支給さ

れるまでの間は食料品を提供しています。受
給後は安定した生活を送るための各種支援や
就労支援を実施しています。

②生活保護を受給せず就労し収入を得ること
を目標とした生活

最大で 4 ヶ月間、収入に応じて所定の家
賃を減額（最低 0 円～）し、その間に就職
活動を行い安定した収入が得られるような生
活を目指します。収入が得られるまで、食料
や就職活動に必要な交通費等は実費で支給し
ます。また、就職が決まり、給与が入るまで
の交通費や昼食費も支給します。4 ヶ月の家
賃減額期間に就労が決定しなかった場合は生
活保護申請などを提案し、その後の生活の安
定をはかります。

入居種別
就労による収入で生活 12 人
生活保護を受給 9 人
就労による生活を目指していたが、
生活保護受給に転向 4 人
その他 1 人

居住支援事業の活動報告
( 小林 大悟 )
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入居者状況
２０２１年度居住支援入居者数合計２６

人（うち２０２１年度から入居開始した人は
２０人）。
入居時年齢

男女比

退去理由（退居者１２人）

就労決定による転居 ４人
結婚を機に転居 1 人
他区で生活保護を受給 1 人
実家に戻る 1 人
失踪 5 人

入居者支援の一例
・Ａさん（２０代・女性）

知人と同居していたが、同居できない状況
となり、所持金も少なく家族も頼れる状況で
はなかったため居住支援の利用を開始。就職
が決定していたため、給与が入るまでの間の
生活の支援及び勤務に必要な交通費等を支
給。その後就労による収入で生活を送れるよ
うになったが、持病の悪化のため就労を継続
できず離職。治療を優先的に行う方針に転換
し、生活保護を申請、受給。その後症状は回
復し始め、交際していたパートナーと結婚す
ることが決定し、退去。現在も支援員と家族
ぐるみでの関係を継続。

・Ｂさん（２０代・男性）

住み込みで飲食店のスタッフとして従事し
ていたが、人間関係のトラブルにより離職及
び寮から退去。所持金が少なく頼れる家族も
いない状況の中で元々関係性のあった支援団
体に相談し、その支援団体経由で釜ヶ崎支援
機構に繋がれる。「保育士になりたい」とい
う夢があったため、無資格でも雇用してもら
える保育園の求人を探し、支援機構職員が園
に連絡し採用が決定する。現在では保育士資
格取得に必要な高校卒業資格を得るため、日
中は保育園でアルバイト、夕方から定時制高
校に通学する日々を過ごしている。
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助成申請に至る背景
従来「日雇労働者の街」として発展してき

た大阪市西成区北東部（通称「釜ヶ崎」「あ
いりん地域」）は、日払いの仕事や安価な宿
所などの社会資源が集中していることから、
就労や居住が不安定な人々が多く移り住んで
きました。

ホームレス特措法、生活困窮者自立支援法
などの法整備が進み、生活困窮者に対する
セーフティネットが一定の充実をみせてまい
りましたが、それでもなお、今般のコロナ禍
の影響を受け、従来から同地域で暮らす人々
の困窮度がより深刻度を増しているととも
に、さまざまな地域から職と住を失った方々
が同地域の社会資源を頼りに流入してきてい
ます。

釜ヶ崎支援機構は、これら支援を必要とし
ている人々が尊厳ある生活を実現できるよ
う、衣類・食料の提供、居住の確保や就労機
会の提供など様々なお手伝いをしてまいりま
した。

上記活動は、行政からの委託だけでなく、
多くの皆さまからのご寄付・お力添えのおか
げで、現在までなんとか続けることができて
います。

さて、自助努力や様々な支援をもとに何と
か生活を繋いでいる困窮者にとっては、仕事

が減少し、かつ公的支援窓口が閉まることで
福祉制度へのアクセスが困難となる年末年始
期は本当に苦しい状況に追い込まれる季節で
す。

当機構は、年末年始期を含む厳冬期こそ重
点的に支援をおこなうべき時期と捉え、「仲
間内の団結で、ひとりの餓死者・凍死者を出
さない」を合言葉に、みんなが力を合わせて
無事に年を越すことを目指して様々な支援団
体とともに活動を展開してまいりました。

具体的には、夜間巡回による路上生活者に
対する安否確認、電話や SNS での相談受付、
来所可能な相談窓口の開設、宿泊施設の確
保、炊き出しや食料配布などといった取り組
みです。

NHK 歳末たすけあい特別助成の申請
当機構は年間を通じて多くの方々からご寄

付をお寄せいただいており、その中から年末
年始期の支援物資の確保に努めております
が、なかなか充分な物資を確保するのが難し
い状況でした。このため、NHK 歳末たすけ
あい事業を活用させていただくべく、特別助
成の申請をおこなった次第です。

今回の助成申請では、支援の中心となる食
料品だけでなく、衣類・日用品についても購
入品目に加えさせていただきました。困窮者
の中には、下着を替えることもできない生活
を余儀なくされている方も多くいるからで
す。

越年時の NHK 歳末助け合い事業による配給活動の報告
実施期間：令和 3 年 12 月 29 日～令和 4 年 1 月 4 日　　　( 横谷 和彦 )
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特別助成を活用した物資配給 
活動の展開
NHK 歳末たすけあい特別助成に対する申

請をご採択いただいた結果、377,000 円の
助成を受けることができ、相談窓口を訪れた
４１人の困窮者に対して当面の食料を提供す
ることができました。また、路上生活を余儀
なくされている方々（延べ２８０人）に対し
ても、夜間巡回・安否確認の機会を通じて食
料・衣料の配給をおこなうことができまし
た。

とりわけ、大晦日にはあたたかい年越しそ
ばの提供を、１月２日には餅つきを通じた雑
煮や焼き餅の提供をおこなうことで、NHK
歳末たすけあい事業の原点ともいうべき「み
んなで明るいお正月を」をこの地域で年を越
した多くの困窮者が実感し、新たな気持ちで
新年を迎えることができました。

この冬を振り返って
上記のような活動を多くの方々や団体とと

もにおこなった結果、たしかに多くの方々が
無事に新年を迎えることができましたが、冬
季を通じて「ひとりの餓死者・凍死者も出さ
ない」ことは叶わず、残念ながら４人の方々
がこの冬にこの地域の路上で落命されまし
た。

落命した４人の方々の中には、日々の安否
確認の際には気づかないままお亡くなりに
なっているところを発見された方もいれば、
多くの方から医療受診を勧められながらも受
診に至らず、路上でお亡くなりになった方も
います。

もちろん他方には、私たちや行政その他の
勧めをきっかけに、自らのご意思で「畳の上
に上がる」ことや医療受診・入院加療を選択
される方もいらっしゃるわけですが、すべて
の方がそうなる（そうできる）わけではあり
ません。やはり、彼らの変化に気づき、私た
ちの声を彼らに届かせるには、そして私たち
の声を彼らに受け止めてもらうには、とにか
く日々声をかけ続けることしかないのだろう
と感じています。

この街で彼らとともに生きる仲間として、
ともに来年の正月を迎えることを目指して、
皆さまからのお力をお借りしながらこれから
も活動を続けていく所存です。

相談窓口を訪れた困窮者（Ｋさん ５１歳） 
他府県の介護施設で勤務していたが、コロナ感染を
きっかけに失職、路上生活に。 あいりん地域内の路
上で起居していたところ酷い胸痛に襲われ、不安を
感じて１２月３１日に相談窓口を訪れました。４日
までの宿泊先確保とともに食料品を配給し、年明け
に福祉制度につながりました。

NPO 釜ヶ崎会報 57号　2022年 6月25日
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年が明けて 2 月、お亡くなりになっているところが
発見された場所に、仲間が線香を供えています。亡
くなった彼には、何人もの仲間が医療受診を勧めて
いましたが、その思いは届きませんでした。

1 月 2 日におこなわれた餅つきの様子。感染対策を
おこないつつ皆で餅を食べ、新たな気持ちで新年を
迎えました。

夜間巡回による安否確認の様子。食料を提供すると
ともに、相談窓口などの情報を提供しました。

私たちと一緒に年越しそばを食べた方が履いていた
靴。新しい靴とともに衣類・食料をお渡ししました。

NPO 釜ヶ崎会報 57号　2022年 6月25日
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ヨリドコオンライン事業の概要
「ヨリドコオンライン」は休眠預金助成（公
益財団法人信頼資本財団／脱・孤立のための
助成金）を受託し、２０２０年度から始まっ
た新しい取り組みです。（２０２２年２月末
で助成期間終了）

この事業はホームレス状態や困窮状態の人
に情報を届ける（アウトリーチ）ことと、時
代にマッチした新しい相談対応を行うことを
目的とした事業になります。

釜ヶ崎には様々な社会的資源があります。
しかし、最近の傾向として若年層にとってこ
の地域が「怖い」という先入観が広がってお
り、この地を敬遠する人が増えています。そ
う言った誤解を解くとともに、釜ヶ崎の支援
やサービスの情報を知ってもらうことも目的
としています。

オンライン記事での情報発信
ヨリドコオンラインのサイト上で記事にて

情報公開。困窮した際などに役立つ情報に加
えて、釜ヶ崎の街に関する情報やエンタメ情
報も発信。

記事は釜ヶ崎支援機構職員だけではなく、
プロのライターやエッセイストにも依頼して

作成しました。（記事作成本数：４２本）

作成動画一部抜粋
①日雇い労働のはじめかた、 
　西成労働福祉センターに聞いてみた！

西成労働福祉センターさんと共同での動画
で、日雇い労働を知らない人でも日雇い労働
について知ることができるとともに、労災
についてなど日雇い労働をする上で重要な
情報を配信しました。（URL：https://www.
youtube.com/watch?v=TecQAe8Zi_U）

ヨリドコオンライン
( 小林 大悟 )
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②釜ヶ崎のドヤってどやねん！？？

釜ヶ崎は古くから「ドヤ街」と言われてお
り、この街を語る上で外せない簡易宿所（＝
ドヤ）についての紹介動画です。実際に簡
易宿所にお邪魔して、部屋の様子や料金な
どの案内をしたとともに、簡易宿所の歴史
なども紹介しました。（URL：https://www.
youtube.com/watch?v=4RPSNUK7KZQ）

③実録・飯場潜入取材

日雇い労働の寮である「飯場」の紹介動
画。過去には日本中の飯場で労働者を監禁し

て暴行する事件などもあり、危険な印象を持
たれることもある飯場に直接訪問し取材を敢
行しました。取材に協力してくださった、株
式会社アヅマさんは入寮している労働者の
希望を聞きながら寮内の環境を整えている
好環境の飯場でした。（URL：https://www.
youtube.com/watch?v=P_4HSRP9M5s）

LINE 相談対応
現在コミュニケーションツールとして広く

普及している「LINE」アプリにて相談を受
け付け。

相談件数：16 件
[ 相談内容 ]
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・住まいがない／ 7 件
・失業し仕事を探している／ 5 件
・その他／ 4 件

[ 対応例 ]
Ａさん（30代、男性）

西成区の簡易宿所で寝泊まりをしている
が、失業し所持金が無く宿泊費もこれ以上払
えない状態で仕事についての相談。聞き取り
を行った結果、「住み込みの仕事をしたい」
と希望されたため釜ヶ崎支援機構お仕事支援
部に繋ぎ、寮付きの仕事を紹介し面接に受か
り、住まいと仕事を見つけることができる。

Ｂさん（40代、男性）

失業し住まいも所持金もない状態で相談。
LINE 相談をする前にヨリドコオンラインの
Youtube チャンネルにて飯場に関する動画を
観ており、動画で取材した企業での就職を希
望したため紹介し、就職先と住まいを見つけ
ることができる。

Ｃさん（30代、男性）

大阪市内の賃貸アパートに在住。仕事で体
を壊し（腰痛）満足に働けない状態の中で当
面の食料をどうにかできないかと相談。電話
にて聞き取りを行った結果、腰痛の状態が良
くなくすぐに就労による収入で生活をしてい
くことが困難であると感じたため、治療の推
奨と生活保護制度について案内するとともに
当面の食料品を郵送。後日、生活保護を申請
し受給することができ、治療を実施すること
ができる。

ヨリドコオンライン事業を通じて
釜ヶ崎支援機構ではインターネットによる

情報発信をあまり得意としていなかったなか
で、若年層からの相談件数は他地域の同様な
活動をしている団体と比較し、かなり少ない
状態でした。ヨリドコオンライン事業を通じ
て、さまざまな情報をさまざまな媒体で情報
発信することができたことで着実に今まで
リーチできていなかった層にアプローチする
ことができ始めたと感じています。しかし、
検索結果順位等においてすぐに上位に上がっ
てくることはないため、閲覧件数や相談件数
は増加傾向にあるものの、まだまだコンテン
ツの規模に対して少ない状態であると感じて
います。

また、LINE 相談に関しては全職員が初め
ての取り組みとなりましたが、いざ運営した
結果、メールや電話と違い、短い文章かつ一
問一答形式でそれぞれ応答ができるため自分
の状況を文章にして相手に説明する精神的負
荷や文章構成の負荷が減るというメリット
があるということを発見しました。しかし、
メールや電話での相談と比較し、途中で応答
が返ってこなくなるケースが多いという印象
を受けました。

ネット検索からヨリドコオンラインの記事
や Youtube 動画を閲覧し、そこから LINE 相
談に繋がった方もおり、事業を立ち上げた際
の目的に沿った形が少しずつ生まれてきてい
ます。継続的な情報発信（更新作業）を行
い、今後も各媒体を育てる作業を行なってい
きたいと思います。
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２０２１年度は、輪番登録労働者数　
９４６人 ( 最終登録後 ) を対象に大阪府・大
阪市からの受諾事業を実施しました。

この事業は、国の就労支援事業と連携した
大阪府の「あいりん地域高齢労働者就労自立
支援事業」と２０１４年度からは企画提案型
のプロポーザル方式の選考を経て当機構が受
託している「あいりん日雇労働者等自立支援
事業」の中の一事業「高齢日雇労働者社会的
就労支援」として行われています。

府・市合わせて２１１人 ( 休日明けは
２２２人 ) の輪番登録労働者を当機構が日々

雇入れ、就労機会を提供してきました。
作業内容は除草・清掃・樹木の剪定・塗装

補修などで、現場の遠近を問わず作業内容が
異なろうとも「手取り額５，７００円」( 弁
当控除４００円 ) に統一されており、保険料
は本人負担分も含めてその全額を事業費から
雇用主が負担して納めています。

この事業は高齢日雇労働者の社会的自立を
図るために、就労機会の提供のみならず、健
康で働き続け、就労意欲の継続を支えること
を目的にした公共施策です。

全ての特掃登録者に対して、済生会との協

事業内容と規模 
（当機構受託分の日々雇用人数） 
※コロナ禍での緊急対応後の人数

就労事業部報告
( 田嶋 陽一 )

大阪府「高齢日雇労働者就労自立支援事業」
輪番登録労働者 指導員

地域外
府Ａ班 18 人 4 人

府下の施設・管理地の 
除草等作業府Ｂ班 13 人 3 人

府Ｃ班 13 人 3 人
環境整備 環境整備班 55 人 6 人 ※交代制

合計 99 人 13 人

大阪市「あいりん日雇労働者など自立支援事業―高齢日雇労働者社会的就労支援」
輪番登録労働者 指導員

地域内 生活道路班 60 人 6 人 休日明けは 11 人増員
シェルター清掃班 16 人 2 人

地域外

区班 18 人 4 人 各区作業
市有地班 8 人 2 人 市の管理地での作業
保育Ａ班 5 人 1 人 保育所の塗装等営繕作業

（ＡＢ班合同）保育Ｂ班 5 人 1 人
合計 112 人（123 人） 16 人
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働による健康診断の実施と西成区と連携して
の結核検診 ( 年２回 ) の実施で健康面への配
慮を大切に考えています。

２０２１年度の特徴
２０２１年度は、２０１９年度末の大阪市

のプロポーザルを経て２年目の契約としてス
タートしました。

まずこの一年も、昨年度に引き続き新型コ
ロナウィルスへの対応に悩まされた一年とな
りました。

“ 密 ” を避ける、換気を徹底することを基
本に、

　１、体温チェック、マスク着用の徹底
　２、面着場所を２か所に分散
　３、乗車人数削減変更の維持による班編

成の変更
上記の対応を継続して感染予防に努めまし

た。
今年度は、社会全体でも起きていた感染急

増の波もあり、登録輪番者でも陽性者が出ま
した。しかし幸いにもクラスター認定までに
は至らず、指導員はじめ、参加する労働者ま
でも感染対策がしっかりとなされていたから
こそ最小限に出来たと考えています。

しかしながら、今年度もコロナ禍であるこ
とから大阪府済生会との協働の健康診断は中
止となり、結核検診についても分散しての実
施となりました。

まだまだこのような状況の中、現場的にも
例年通りの作業への需要は増加傾向にありな
がらもコロナウィルスの影響により急遽の中
止、変更も多々起こりました。気温の上がる

時期には、作業時における熱中症対策も同時
に配慮しないといけない事態にも苦労しまし
た。こちらも産業医の先生のアドバイスを参
考に、指導員が協力し合い、労働者へも、コ
ロナへの感染対策、熱中症対策が徹底できた
のではないかと思います。

　
次にここ数年、輪番登録者数の減少にある

当事業ですが、今年度は１，０００人を下回
る９４６人となりました。取り急ぎの変更は
なかったのですが、やはり数年前にも「登録
者数の減少による一人当たりの就労回数が増
加」の観点から規模縮小に繋がったことも
あり、注意すべき点でもあります。しかし
９４６人の生活を守るべく当事業があるのも
確かです。

今一度、従事する指導員はもちろん、参加
する労働者も含め、この事業の維持確保へ、
大阪府、市の各現場から必要とされる事業と
なるべく、日々の成果を積み重ねていく必要
があると考えます。
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保育班　除草作業（人員減少の影響を受けた保育班での作業）

作業前 作業中 作業後

大阪府Ａ班　除草作業（緊急変更にも応じて頂けた現場：堺泉北建設管轄泉北５区）

作業前 作業中 作業後

各現場にてマスクを着用しての作業
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就労支援事業部（お仕事支援部）報告
( 大塚 義朝 )

１．実績概要
２０２１年度の新規登録人数は１３８名、

新規登録者の平均年齢は４９歳、常用就職延
人数は２７名、臨時就職延人数は１，８８７
名です。前年度と比較しますと、新規登録人
数は２名の減少、平均年齢はプラス２歳、常
用就職人数は３名の増加、臨時就職延人数は
１０名の減少になっています。

また、常用就職実績２７名の内、常用※注 1

は１５名、臨時・軽易※注 2 は１２名でした。
常用１５名の内６名が住込みの派遣に就職業
された方でした。コロナの影響で失業された
方の相談は予測したほど多くはありませんで
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

※注 1　常用とは、４ヶ月以上の期間を定めた
雇用または期間の定めのない雇用で、フルタイ
ム就労をいいます。
※注 2　臨時・軽易とは、１ヶ月以上４ヶ月未
満の雇用や週１～４日のパート就労をいいま
す。

２．ＮＰＯ就労等請負仕事の報告
清掃・除草・剪定作業・補修等の臨時的、

軽易な仕事を、民間企業や社会福祉法人、宗
教法人、大阪ホームレス就業支援センター等
から請負や委託を受け、行政からの受託に限
らない就労機会の提供に務めています。実際
の作業は、指導スタッフの管理のもと、過去
に園芸作業講習を修了された方や、刈払機等
の資格保持者や経験者、及びお仕事支援部の
相談者に就いていただいています。

２０２１年度の臨時就職延人数は１，
８８７名で、２０２０年度と比較して１００
名の減少になっています。

２０２１年度の具体的な仕事内容について
は、以下の写真を参考にしてください。

実績概要（2021 年 4月 1日～ 2022 年 3月 31 日）
2021 年度 2020 年度 対前年度比

新規登録人数 138 名 140 名 △ 2 名

新規登録者平均年齢 49 歳 47 歳 2 歳

相談件数 921 件 921 件 ± 0 件

相談実人数 274 名 278 名 △ 4 名

常用就職実績 27 名 24 名 3 名

臨時就職延人数 1,887 名 1,897 名 △ 10 名
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①除草・剪定作業

②アーケード商店街屋根清掃作業・通路ガム取り作業
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1. 協力事業所登録状況
登録事業所は１３社で主となる事業分類は

以下となっています。

• 清掃　４社
• 製造物流　２社
• 介護・福祉　３社
• 警備　１社
• 設備メンテナンス１社
• 施設管理　2 社

2. 実施状況
１９名（４月１３日時点）

3. 連携先

• 自立支援センター舞洲
• 大阪ホームレス就業支援センター
• 西成区生活困窮者窓口「はぎさぽーと」
• ＮＰＯ釜ヶ崎相談支援事業部　
• 「新型コロナ・住まいと暮らし緊急サポー

トプロジェクトＯＳＡＫＡ」他

あいりん地域不安定労働者就労支援事業の報告
( 大塚 義朝 )

関係機関及び紹介元 年齢 職種 事業利
用日数

事業終了後状況
備考雇用 

形態
継続 
状況

１ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 48 交通誘導業務 34 パート 継続中

２ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 50 交通誘導業務 31 パート 継続中

３ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 48 交通誘導業務 32 パート 継続中

４ 自立支援センター舞洲 48 日常清掃 45 パート 事業途中で終了

５ 自立支援センター舞洲 49 施設清掃 64 パート 継続中

６ 自立支援センター舞洲 36 日常清掃 64 パート 継続中

７ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 48 物流仕分 0 勤務初日に失踪

８ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 52 産廃仕分 18 事業途中で終了

９ 自立支援センター舞洲 34 日常清掃 64 パート 継続中

１０ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 52 物流業務 64 派遣 継続中

１１ 自立支援センター舞洲 48 日常清掃 64 パート 継続中

１２ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 52 産廃仕分 64 派遣 継続中

１３ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 45 公園管理 64 パート 継続中

１４ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 47 物流業務 60 派遣 継続中

１５ 自立支援センター舞洲 42 物流業務 64 派遣 継続中

１６ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 54 物流業務 59 派遣 事業継続中

１７ 自立支援センター舞洲 54 日常清掃 30 パート 事業途中で終了

１８ ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構 41 物流業務 44 派遣 事業継続中

１９ 自立支援センター舞洲 28 物流業務 1 派遣 事業途中で終了
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4. 実施概要
２０２１年度中に事業利用を開始した１９

名、内訳は清掃６名、物流・工場派遣７名、
交通誘導３名、産廃仕分２名、施設管理１名
となっています。事業途中で終了となった方
は４名、満期での事業終了者は１２名、事業
終了後１２名全員が継続雇用されました。

5. ２０２２年度について
２０２２年度４月以降の事業登録者は、６

月１０日時点で９名です。
新型コロナウイルスの感染状況を見つつ、

脱コロナ後も見据え、また、他部門、他団体
及び協力事業所と連携し、この事業を有効に
活用しながら、ひとりでも多くの不安定労働
者を安定した就労に繋げていきたいと考えて
います。
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２０２１年度の概要
一昨年からシェルターでの住民登録が可能

になり、給付金の受け取りや新型コロナウイ
ルスに関する各種生活資金などの貸付もはじ
まりました。

２０２１年に入り、給付金・貸付金を活用
している人が増え、それらをうまく活用する
ことで生活保護費を上回り、生活保護に頼ら
なくても、生活が成り立つ人が増えました。

その結果が２０２１年４月～７月の相談件
数に反映されていると考えられ、新規相談件
数、延べ相談件数とともに前年を下回る数字
となりました。

一方で通院同行は、３割強の増加となりま
した。こちらは精神疾患や依存症を抱える人
の対応がこれまで以上に増えたことや相談者
に新型コロナウイルス感染疑いがあり、その
対応に追われたことも数字に表れています。
また別の疾患で入院した際に、実は新型コロ
ナウイルスに感染していたとわかる事例もあ
りました。

臨時特別給付金については、うまく有効活
用できる人もいれば、浪費癖やギャンブル、
薬物、アルコール依存症の治療に取り組んで
いる一部の人には、予想外の収入に刺激が強
すぎるのでは？と感じる時もありました。

この給付金は生活保護受給中の収入申告の
対象とならず、まとまった現金が入ると「飲
みたい、打ちたい」等の欲求に駆られ生活リ
ズムを大きく崩す人が少なからずいました

（後述事例①②など）。

相談支援事業部報告
( 細谷 憲一朗 )

2020・2021 年度　相談実績比較
相談内容 2020 年度 2021 年度

就労相談 158 件 190 件

生活保護相談 1,698 件 1,170 件

健康・保健支援 893 件 1132 件

その他相談・各種支援 7,635 件 6,870 件

相談合計 10,384 件 9,362 件

うち就労決定 18 名 10 名

うち生活保護受理 106 名 88 名

入院実人数 50 名 53 名

通院実人数 179 名 246 名

新規相談実人数 585 名 403 名

債務相談 18 名 33 名

相談実人数 2,245 名 2,075 名

歯科相談 74 名 39 名

健康相談 209 名 215 名

新規相談年代別
2020 年度 2021 年度

10 代 1 名 0 名

20 代 17 名 15 名

30 代 49 名 23 名

40 代 79 名 56 名

50 代 100 名 82 名

60 代 185 名 124 名

70 代 135 名 87 名

80 代 12 名 16 名

90 代 0 名 0 名

年代不明 7 名 0 名

計 585 名 403 名
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２０２１年度　相談のまとめ
アルコール依存症においても、コロナ禍の

長引く自粛生活で依存にも拍車がかかり、高
齢者のアルコール依存症が急増しており、特
に６５歳以上の依存症患者は過去 20 年以上
に渡って増加傾向にあるそうです。

特に２０２１年度は、精神疾患を抱え入院
を必要とする人の相談が続き医療機関と連携
を取りながら対応してきました。

病識がない人も多く、支援につなげるまで
に大変なことも多いのですが、なかには病識
もあり「これからは定着して治療に取り組み
たい」とご本人の意気込みも強く、支援に繋
がりやすいであろうと考えられていたケース
がうまくいかなかった例もありましたが、逆
になかなかの難ケースであると覚悟して、支
援を進めていくうちに何かをきっかけに意外
な落ち着きを取り戻す人もいました。

これらのことから相談を受ける側も対応件
数が増えると、過去の生活歴や第一印象から
先入観で判断をしてしまう恐れがあるため、
その点は気を付けていく必要があります。

その他、刑余者の受け入れも多く、過去に
も複数の逮捕歴があり、後述の事例②④のよ
うに支援受け入れ後に再逮捕されるケースも
珍しくはありません。基本、本人の希望があ
れば再支援をおこないます。

これまでにも年齢に関係なく、様々な疾患
により亡くなった方を見送ってきましたが、

近年、利用者の高齢化も進み、事例③のよ
うに認知症をはじめ ADL の低下により日常
生活を送ることが困難になっている相談者も
増えつつあります。

中には６０代に入り、急激に認知症が進
み、主治医もこんなに急激に症状が悪化する
のも珍しいと言われるほど進行が早く、医療
機関をはじめ各関係機関と連携をしていても
支援者側が対応に追い付けないこともありま
す。

これからも、同様の対応を求められる可能
性は非常に高く、また事例⑤をはじめとする
多種多様な相談に対応できる体制づくりにも
取り組んでいきたいと考えています。
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ケース事例

事例①　Ａさん　４0代（男性）　兵庫県出身 
相談ルート：自ら来所 
既往症等：てんかん、統合失調症　妄想・幻聴
など 
精神障がいと療育手帳あり 
飲酒による傷害歴などのアルコールの問題あ
り

１９歳で実家を離れ飯場や暴力団組織の部
屋に住み、野宿を経て生活保護を受給し各地
域を転々としていた。役所の紹介で依存症回
復施設へ入所するが、仲間数名と施設を抜け
出し来阪。その後、施設へ連絡し施設長の出
迎えもあったものの、施設に戻らず大阪で生
活を再スタートさせることとなる。

その後てんかん発作で何度か転倒し脳神
経外科に救急搬送されるが、院内での暴言、
ルール違反から、最終的には強制退院とな
る。

退院後は、てんかん治療のために通院をし
ていたが、幻聴、被害妄想の症状が酷く、日
常生活に支障をきたすレベルに達したため精
神科病院への入院を提案する。入院先からは
統合失調症と診断されるが、任意入院のため
入院生活も長くは続かず自主退院してしま
う。このままでは受け入れ先を減らす一方に
なると判断し、専門医にお願いをして薬の再
調整と精神科通院の同行を開始する。現在
は、医療機関、訪問看護事業所などと連携を
取りながら、規則正しい生活と服薬を続ける
ことで発作や幻聴、妄想などもおさまり、あ
る程度の生活リズムを取り戻すことができて
いる。しかし日中することが無く、酒量が増
える可能性があるため、次のステップとし
て、作業所の見学にいく予定である。

事例②　Ｂさん　６０代（男性）　近畿地方出
身 
相談ルート：他機関から引き継ぎ 
既往症等：統合失調型パーソナリティ障害？ 
精神障がい２級（期限切れ） 
無銭飲食多数　アルコールの問題あり

年金遡及請求手続きをおこないながら、無
銭飲食による被害者への弁済と精神科通院か
ら支援をはじめる。

過去には大手百貨店内で飲食店の店長とし
て勤務していたが、百貨店側とトラブルを起
こし退職、その後も飲食チェーン店で勤務し
ていたそうである。

おそらく４０代の頃から精神疾患を患い、
その後は警備会社などに勤務していたと考え
られるが、本人から正しい情報を得る事は難
しく生活歴の詳細は不明である。

当初は、入院歴や疾患について多くは語ら
なかったが、支援開始後の入院により本人申
告の 3 倍以上の入院歴があることがわかる。

しばらくは生活保護費のなかでやりくりを
しながら落ち着いた生活が続いていた。

その後、非課税世帯１０万円給付の見込み
が立つと浪費が激しくなる。そして保護費支
給日に支援員と同行で受け取る約束をしてい
たが、無断で単独で区役所に行き保護費を受
け取り数時間で大半を使い果たし家賃が支払
えない状況に陥る。

その数日後には、大手ホテルのラウンジで
無銭飲食及びホテルの従業員や警察官に暴言
を吐き身柄を拘束されたという連絡が入る。

この時も弁護士を介し、ホテルグループ内
に一切の立ち入りを禁止するという一筆を提
出することや支援の受け入れを条件に一旦、
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起訴猶予となり釈放される。しかし数日後に
再度ホテルを訪れたため、今後の報復を恐れ
たホテル側から呼び出され、本人抜きで数度
にわたり話し合いをおこなう。ホテル側から
の隔離生活の要求をはじめ、隣人との金銭ト
ラブル、相談支援事業部内での暴言などが多
発したため、主治医に相談しながら入院勧奨
をおこなう。コロナ禍で、入院交渉が難航し
時間はかかったものの無事に受け入れ先も見
つかり入院での治療につながる。入院先の主
治医の話によると、多少の波はあるものの落
ち着いた入院生活を送れているとのこと。た
だどこまでが精神疾患によるものか診断名を
つけるのが非常に難しいらしい。このまま順
調に過ごすことができれば、予定より早めの
退院の可能性もあり、退院後の生活環境の見
直しを主治医と進めている。

事例③　Ｃさん　７０代（男性）　九州地方出
身 
相談ルート：仕事仲間からの紹介 
ADLの低下など

清掃作業従事者であったが、周りから視力
の低下をはじめ身体的な問題を指摘される。
これ以上作業を続けると事故のリスクが伴う
ため、仕事の引退を勧めてきたそうだが、本
人に自覚は無く話は平行線のままであった。

支援開始直後は、仕事の引退と受診の必要
性について説得を続けるが頑なに拒否するだ
けで進展はなし。また ADL の低下から独居
生活は難しいと判断し、施設入所の検討もは
じめる。

今回の場合は、①病院受診、②仕事の引
退、③施設入所と本人が拒否する３つの問題
をクリアする必要があった。そのためには、
本人に嫌がられない程度の面談を繰り返すし
かなかったが、交友関係を調べていくなか
で、他府県に信頼の置ける知人がいて年金の
受け取り口座の管理もお願いしていることが
わかる。

その方の協力がなければ施設の手続きも前
に進まないため、早速コンタクトをとり本人
の説得などの協力を得ることになる。

これまでの地道な面談で信頼関係が構築で
きたうえに、協力者の介入により、本人との
距離を一気に縮めることができた。その結
果、施設にもスムーズに入所でき安全な生活
を送りながら治療にも取り組めているそうで
ある。
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事例④　Dさん　20代前半　（男性） 
相談ルート：他機関からの紹介 
海外で出生（日本国籍）父：日本人　母：外国人

１８歳までは海外で祖母に育てられ、日本
に来てからは母親、姉と同居していたが、母
親への暴力が原因で母と姉が部屋を出てい
く。ひとりになってからは、家賃滞納で住居
喪失状態となり、個人的な支援者はいたもの
の半野宿状態であり、出入り禁止になってい
るスーパーに立ち寄り、店員への暴力行為で
逮捕される。

幼少のころから海外生活が長く、小学校も
満足に行けない環境で育つ。普段から口数が
少なく日本語、母語共にどこまで理解ができ
ているのか不明であった。また通訳を介しコ
ミュニケーションを試みるが、こちらも大き
な変化はみられなかった。

日本では、日雇いやベッドメイキングの経
験はあるらしいが、若年で日本国籍であるこ
とを考慮し、日本の教育が提供できる環境づ
くりから始める。

一定の生活ができる生活環境を整えること
は勿論、夜間中学校への通学を提案し手続き
を進めていく。支援の中で教員の方々とも連
携を取り、学校と私生活と役割分担をしなが
ら日常生活における各種手続きをはじめ通学
のサポートなどをおこなう。

通学にも慣れたころから日中の過ごし方と
して、学校の勧めで軽作業の仕事に就きなが
ら、夕方から通学という生活スタイルを確立
させる予定であった。

しばらくは、何の問題もなく過ごせてい
たが、ある時期から学校を休みがちになり、
浪費が目立ちはじめ、問題行動が多発する。

元々抱えている障がいや精神疾患の可能性も
疑い、精神科の受診勧奨をおこなうが受診に
は至らず。また生活リズムの修正を試みる
が、建造物侵入などで、逮捕～釈放を繰り返
す。現在は勾留中であるため、今後について
は弁護士と連携を取りながら検討していくこ
とになる。

事例⑤　Ｅさん　３０代（女性）　和歌山県出
身 
療育手帳あり 
相談ルート：元利用者からの紹介 
家族構成：本人（知的障がい）、母、弟（重度の障
がい）、新生児

以前は世帯で生活保護を受給していたが、
相談を受けた時点では廃止となっていた。本
人の障がい年金とアルバイト代を合わせた月
１２万円の収入で、無職の母親と重度の障害
を持つ弟を養っていたため世帯全員が生活困
窮に陥っていた。その生活の中で交際相手の
外国人との間に子供ができたことに気づき、
交際相手に打ち明けたところ交際相手は帰国
してしまう。そして交際相手の家族から『今
回の件は一切責任をとらない』といった内容
のメールが届き仕方なく知人に相談したとこ
ろ、相談支援事業部を紹介される。

これまでは金銭的な理由から産婦人科受診
ができておらず、母子の健康状態もわからな
いため、他機関と連携を取りながら病院探し
からはじめる。受診までは出産するか迷いが
あったそうだが、診察の結果、出産以外に選
択肢はなく、本人も決意し出産に向けての準
備をはじめる。その後は通院同行から出産に
至るまでの事務手続きのサポートをおこな
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い、母子ともに無事退院することができた。
もうひとつの課題であった、新たな家族を含
めた住環境の整備と世帯での生活環境の改善
にも取り組むことができ、子育てに専念でき
る環境が整ったため支援を終了した。

事例⑥　Ｆさん　５０代　（男性） 
相談ルート：他機関からの支援依頼 
外国籍　大阪生まれ 
ギャンブル依存

内面は非常に温厚で争い事を嫌う性格であ
る。大阪市内で生活保護を受けていたが、相
続が発生し一旦、生活保護廃止となる。元々
ギャンブル依存の問題を抱えており、短期間
で遺産相続された現金を使い果たす。

さらに知り合いなどからの借入が
１０００万円以上に膨らみ債権者から追い込
みをかけられることになる。

債権者から連日にわたり、鈍器で顔が変形
するほどの暴力を受け、逃げ場を求めてシェ
ルターに逃げ込み、その後相談につながる。

債権者に障害年金が振り込まれる通帳を取
り上げられていたため、利用停止手続きなど
をおこなう。また債権者との接触を避けるこ
とや、外国籍であるため、役所をはじめ各種
手続きにひと手間かかる状態であった。

しばらくは、シェルターに避難しながら、
今後の生活について本人の希望を聞きながら
相談を続けていくことになる。

まず安全を確保できる場所への転居を提案
し、他機関とも連携を取りながら身の安全を
優先した居住形態を確保する。

新たな居住地が決まってからは、受け入れ
側ともさらに連携を深め、一工夫加えた形で

諸手続きをおこない、外部から直接コンタク
トを取れない環境を整えた。

転居後は特に問題もなく、安心して暮らせ
ることに、非常に満足しているそうである。
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コロナ対策
昨年度に続く、相変わらずのコロナ下で、

厳しい年を過ごしました。
居場所 ( 休憩室 ) のテーブルには仕切りを

設け、自動検温器や手指の消毒用のアルコー
ル噴霧器の数も増やし、利用者さんがいつで
も検温消毒をできるようにしています。

また、換気を CO2 計測器の導入により、
人的勘だけでなく機械的判断ができるように
しました。

こうした中でのオミクロン株の流行では５
～６人が発熱し、検査陽性となりました。

大阪市の医療崩壊により、救急搬送が次第

に思うようにいかなくなり、最高４時間も待
たされたり、病院で受信拒否されるケースま
でありましたが、独自の待機場所を設けた
り、大阪市との連携により速やかな ( 一日ほ
どで ) 待機施設への移動ができ何とか対処す
ることができました。

また、陽性判定者のほとんど全員が、発症
初日の発熱でその後悪化することがなかった
のと施設内でも感染が拡大することもなかっ
たことが幸いでした。

ボランティアによる食事の提供
反失連だけでなく様々な団体と連携しなが

ら食事の提供をしてきました。今年はコロナ
のせいでイヴェントの中止や学校給食の中止
が相次ぎ支援物資が豊富でした。

居場所支援事業部報告
( 山中 秀俊 )

反失連による食事提供の様子
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また、利用者さんお待ちかねの散髪も再開
しました。

ブラジル人ボランティア団体  
アモル・ナ・プラチカの食事・日用品の提供

ホテルハイアットリージェンシー大阪

台湾のボランティア団体慈済 ( ツーチー ) 基金会 台湾商工会
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コロナ禍 2 年目
２０２１年度も緊急事態宣言で、ひと花も

度々プログラム休止を余儀なくされました
が、感染予防に注意しながら、完全閉所はせ
ず、毎日のように体操や農作業、花の世話や
草刈り等の屋外のボランティア活動を中心
に、できる限り活動を続けてきました。

コロナ禍 2 年目。活動を、つながりを、
絶やさないように、どこか意識的に皆が取り
組んでいたように思えます。

これまでの活動に加え、中間的就労とし
て、保育園や施設の清掃、また内職作業な
ど、一部有償の活動に出ていただく機会も少
しずつ増えました。また、子ども見守り隊
は、新今宮小学校前に場所を移し、子ども達
のかわいい姿にメンバーも元気をもらい、以
前より活気が増してきています。

感染状況が落ち着くと、屋内のアート系プ
ログラムも再開。散歩の会にも出て、自粛生
活でのうっぷん晴らしに少しはなったので
しょうか。中でも初めてのボーリング大会で

は、何十年ぶりのハッスル。あちこち痛めな
がら、投げ方のノウハウ、スコア自慢、出て
くる出てくるボーリングブーム世代の当時の
話。また、近隣施設からボッチャを教えてい
ただき、ひと花センターでも活動スタート。
練習を重ね、いつかひと花チームで、大会に
出てみたいと思います。

初めてジオラマ作りにも取り組みました。
ボランティアセンターの防災企画展で、ひと
花得意のお花紙の貼り絵も取り込んで、もし
災害が起こったら、を想定した西成の街のジ
オラマ。細かい作業を嫌うかと思いきや、も
のづくり好きのメンバーらが毎日少しずつ、
思い思いの作り方で、いいものができまし

西成区単身高齢生活保護受給者の社会的つながりづくり事業 
「ひと花プロジェクト」の報告

( 樋口 尚美 )
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た。
こう考えると、コロナ禍で制限された中で

も、それぞれが活躍できる場を探り実践して
きた１年でした。そして、プログラムを休止
した時間は、結果これまで以上にメンバーの
生活に密着した相談対応ができたようにも思
えます。ひと花も高齢化。年々、ニーズが増
してきたことを肌で感じます。

見送り
なじみのメンバーとの別れも増えます。
ひと花センター登録番号１番、青木さんが

亡くなりました。
特掃を卒業し、２０１３年７月の開所当初

からひと花センターに登録。農作業や掃除、
公園の草刈りなどに積極的に参加されてきた
方でした。いつも機敏に動き、手が足りてい
ないところにさっと応援に入る。そして、作
業が終わればパっと帰ってしまう。じっとし
ていない、そんな方でした。

自転車でどこまでも出かけ、自前の仕掛け
で大和川への魚釣り、岸和田のだんじり、毎
年夏は甲子園球場まで自転車で応援に行くの
が恒例でしたね。春日大社まで自転車で行っ
たというのは後にも先にも青木さんだけかも
しれません。いつか聞いた時「あの峠は、き
ついってもんじゃないよ」と言ってましたっ

け。
そして、何より大のお酒好き。
時々、いい匂いをさせて魚の世話をしにく

るのを、スタッフは見て見ぬふりをしなくて
はいけませんでした。

そんな青木さんが体調を崩し、昨年夏頃か
らひと花センターにもほとんど来られなく
なってしまいました。根っからの病院嫌い
で、仲間が本気で怒りながら、病院に行くよ
うに説得しても聞かなかった。

人に迷惑をかけまいと、ずっと一人で頑
張ってたんですよね。

今思えばもう少し早く、お家に行ってあげ
られたらよかったなと考えたりしています。

入院を嫌がった青木さん。
スタッフ以外にも、何よりひと花の仲間

や、お医者さん、看護や介護の強力なサポー
トメンバーが、本人のケアを迅速にかつ本人
のペースを大切に進めて下さいました。

あれだけ人の世話になるのを嫌がっていた
方が「みんな優しいな」「ようしてくれるん
や」と言っていたのを聞き、スタッフはほっ
としました。

亡くなる３日前話していた時、「俺頑張る
わ」「もうちょっと生きたいからな」と言っ
て、もう体は相当しんどいはずなのに、ベッ
トから３回も立ち上がってスタッフに見せて
くれましたね。

最期まで、希望を捨てず、人を気遣う、強
くて優しい人でした。本当にかっこよかった
です。

８０年の人生。
釜ヶ崎見送りの会のご協力で、ひと花の仲

間や関わったサポートスタッフ、多くの方が
参列し、見送りました。
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居場所、つながりづくりとは
近年、見送る機会が出てきて、その人にど

う関われたのかと考えることが増えたように
思います。その人にとって、ひと花はどんな
場所だったのか。

後日、青木さんのサポートスタッフに入っ
て下さった方々から「関われてよかったで
す」と声を掛けられたことがふと浮かびまし
た。「関われてよかった」とはどういうこと
か。

また参列したメンバーからは「いい見送り
やった」「ようみたってくれたな」と。

考えてみると、寂しいには変わりないです
が、見送る中に笑顔もありました。

仲のいいメンバーの、「腐れ縁だ、つきあ
うわ」といった一言も。買い物や掃除、車い
す介助などスタッフと一緒に、というよりス
タッフよりも先にやってくれていました。亡
くなる前日まで家を訪ねてくれていました。

そして、見送りを終えてからのひと花で
は、その後も日々出てくる故人との思い出
話。

つながり。
ご本人がどう感じていたかわかりません。

残されたものの感じるところでしかないの
ですが、皆、家族のような仲間のようなつな
がりを感じるところがあるのだと思います。
「関われてよかった」「腐れ縁」……居場所
づくり、つながりづくりを日々模索する中、
何かこの辺りに答えのようなものがあるのか
もしれないと思えるのです。

周りの人間もその人の人生に関われたこと
で、支えられている、助けられている。

もし家族ならどうするか。無意識的に
そのように考えながら関わっている。家族

ではないが、家族でないからできることも中
にはあるのかもしれません。

そしてそれは、ひと花センターでの日々の
活動を通してできたつながりが生んだ結果と
もいえるのではないでしょうか。

２０１３年にスタートし、９年目。西成区
単身高齢生活保護受給者の社会的つながりづ
くり事業。改めて事業の目的とは。

～親族や近隣住民との交流がほとんどな
く、社会的つながりのない状態にある人に、
居場所、見守り（アウトリーチや安否確認）、
社会参加（ボランティアや農作業）、生活支
援（金銭や服薬管理）を提供することによ
り、安定した健康的な生活を過ごし、人との
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つながりをもち、自発的に地域社会に参画
し、社会参加・社会貢献を行う人材となって
もらい、生活自立・社会自立を促す～

何かしてもらうだけでなく、何かの役に立
てる、役割がある。そのことが生活をより豊
かにする。何となく立ち寄れる場所。そこで
つながる。

世代や地域が変われば、またちがうのかも
しれません。終活という言葉が聞かれるよう
になり久しいですが、一時代を駆け抜けてき
た、仕事を通して仲間とのつながりや生きが
いを見出してきた多くの先輩には、このよう
な場所が今後も必要とされるのではないで
しょうか。

青木さん、大好きな銭湯に、最後にもう一
度入ってもらえなかったのが心残りですが、
そちらでは、ほろ酔いで、寝ころび湯なんか
に入れたらいいですね。

ゆっくり休んで下さい。
本当にお疲れさまでした。そして、ありが

とうございました。
心より御冥福をお祈りいたします。

※故人のお名前については、個人情報保護
の対象から外れること、個人情報保護を希望
されるご親族もおられませんでしたので、そ
のまま表記させていただきました。
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459 30 431 31 506 30 523 31 465 31 413 30 528 31 487 30 524 28 488 28 437 28 462 31 5723 359
警備 9 9 13 13 8 8 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 8 8 9 9 10 10 9 9 117 117

智崇院草刈り 6 2 3 1 6 2 15 5
南港東保育園清掃作業 1 1 8 8 3 3 8 8 7 7 7 7 10 10 44 44
フリース毛玉取り 7 5 6 6 7 7 15 11 35 29

合計 10 10 13 13 8 8 17 13 21 19 10 10 16 12 13 13 23 21 22 22 24 24 34 30 211 195
ひと花映画館 18 6 5 2 11 6 3 1 18 8 12 7 13 6 12 6 22 8 10 4 124 54

囲碁・将棋 5 3 7 4 25 12 8 4 2 1 4 3 10 5 2 1 2 2 9 6 6 3 1 1 81 45
散歩の会 8 1 3 1 5 1 7 1 5 1 6 1 34 6

ラジオ体操 88 16 144 27 174 21 79 13 77 15 70 16 59 13 67 14 69 14 59 13 53 14 939 176
いきいき百歳体操 35 7 7 2 30 9 12 5 23 9 16 6 25 7 14 5 10 6 172 56

ひと花工房 7 3 2 2 9 5
ボッチャ会 4 1 5 1 4 1 9 2 22 5

合計 154 33 151 31 211 37 131 33 82 17 4 3 115 35 103 31 109 32 127 37 105 30 89 28 1381 347
ほっこり体操 1 1 5 1 4 1 4 1 3 1 17 5

今日の出逢いを体験する 3 1 5 1 9 1 4 1 1 1 22 5
あっこちゃんの会 4 1 6 1 7 1 5 1 4 1 5 1 31 6
詩の時間/俳句の時間 7 1 5 1 2 1 2 1 2 1 4 1 22 6
書のワークショップ 3 1 4 1 7 1 4 1 3 1 21 5

美術の時間 3 1 2 1 2 1 3 1 1 1 11 5
演劇ワークショップ 3 1 4 1 2 1 3 1 12 4

ひと花句会 7 1 4 1 4 1 5 1 5 1 5 1 5 1 1 1 36 8
ひと花笑劇団 8 4 2 1 10 5

貼り絵 24 18 19 14 2 1 23 15 68 48
合計 31 19 19 14 17 4 25 7 0 0 0 0 24 6 27 9 57 22 20 6 19 5 11 5 250 97

農作業・農地水やり 46 25 78 29 80 28 95 29 90 31 71 29 73 29 71 27 66 25 56 24 44 21 56 26 826 323
ひと花掃除の時間 7 1 8 1 2 1 7 1 18 2 5 1 1 1 48 8

ねぷた作り 2 1 2 2 4 3
営繕の時間 6 4 1 1 1 1 8 6
消防訓練 1 1 1 1

ウェス作り体験 4 1 1 1 5 2
門松作り 6 2 6 2

合計 59 30 79 30 80 28 105 31 92 33 71 29 80 32 79 29 90 29 61 25 45 22 57 27 898 345

令和3年度　プログラムごとの参加者および実施状況
社会参加プログラム登録者数 117名　金銭管理 15名　服薬管理 4名　　(令和4年３月３１日時点)

プログラム参加のべ人数/実施回数
　　　　　月　　　

4 5 6 7 8 3 合計人数 合計回数1 2

職
業
体
験

9 10 11 12
プログラム名

居場所

体
験
学
習

社
会
参
加

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

表
現

合計 59 30 79 30 80 28 31 92 33 71 29 80 32 79 29 90 29 61 25 45 22 57 27 898 345
山王みどり公園草刈り 7 1 5 1 7 1 5 1 8 1 7 1 5 1 5 1 49 8
梅南スポーツ広場草刈り 6 1 12 2 18 3
花園公園草刈り 8 1 12 1 8 1 10 1 6 1 7 1 6 1 3 1 60 8
天下茶屋花の水やり 32 7 40 9 26 4 44 10 59 14 59 13 46 9 30 8 36 7 29 8 30 8 23 8 454 105
今宮クリーン作戦 4 1 8 1 7 1 7 1 5 1 31 5
今宮工科高校周辺清掃 33 4 9 1 26 3 33 4 24 3 32 4 33 4 30 4 21 3 241 30
子ども見守り隊 2 1 11 4 6 3 8 3 9 3 7 2 9 4 52 20

園芸クラブ 18 8 17 11 15 10 15 9 16 12 20 19 16 14 5 3 7 6 12 7 1 1 3 3 145 103
衣類の仕分け 8 2 2 1 11 2 12 2 13 2 14 2 2 1 7 2 69 14
食料仕分け 4 1 2 1 6 2

もと今宮小学校草刈り 4 1 4 1
ジオラマ作り（防災企画展準備） 3 1 28 13 52 20 9 3 92 37
プレーパーク除草作業 6 2 6 2
ベルマークボランティア 3 1 1 1 2 1 3 1 2 1 3 1 1 1 6 2 4 2 25 11

合計 94 21 57 20 84 22 108 27 75 26 79 32 149 38 103 24 116 26 147 41 148 42 92 30 1252 349
17 12 20 15 33 18 33 20 61 31 65 30 63 31 62 30 83 28 73 27 79 27 93 31 682 300

18 18 28 28 31 29 58 31 54 30 55 28 27 26 26 26 28 28 325 244
今工周辺清掃リーダー 6 4 4 3 4 4 2 2 4 4 2 2 3 3 25 22
山王みどり公園草刈りリーダー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 8
農作業リーダー 8 8 7 7 7 7 8 8 17 13 6 6 7 7 8 7 7 6 6 6 8 8 7 7 96 90
園芸リーダー 1 1 1 1

ベルマークリーダー 1 1 1 1 1 1 3 3
花園公園草刈りリーダー 1 1 1 1 2 2
ひと花笑劇団リーダー 8 4 2 1 10 5
梅南スポーツ広場草刈りリーダー 2 2 2 2
いきいき百歳体操リーダー 1 1 1 1

ミーティング(農作業、新聞、おにぎりの会等) 6 1 6 1 8 1 8 1 28 4
合計 14 12 7 7 8 8 14 13 17 13 6 6 13 13 30 20 21 14 15 8 19 12 12 12 176 138

0 0
合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

折作業/発送作業 4 2 2 2 4 3 3 2 3 1 3 3 6 2 5 3 6 4 5 2 4 3 4 2 49 29
機関紙配達等 8 5 7 4 5 3 4 3 6 3 5 3 6 3 8 5 7 4 7 5 5 3 4 3 72 44

合計 12 7 9 6 9 6 7 5 9 4 8 6 12 5 13 8 13 8 12 7 9 6 8 5 121 73
17 17 15 13 25 22 12 12 16 14 30 27 16 12 16 15 15 15 17 14 10 10 12 12 201 183
867 191 801 180 981 183 993 210 866 216 717 202 ### 246 987 239 ### 251 ### 241 921 232 898 239 11220 2630

その他（面談、訪問、同行支援等）

合計

リ
ー

ダ
ー

研
修

地
域
活
動

服薬管理プログラム

交

流

活

動

ア

ウ

ト

リ
ー

チ

金銭管理プログラム
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サービスハブ構築・運営事業「どーん！と西成」の報告
( 笠井 亜美 )

２０１９年度より大阪市西成区の委託事業
として生まれた事業です。ヨリドコ西成連合
体（萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会社、
サポーティブハウス連絡協議会、こえとこと
ばとこころの部屋、釜ヶ崎支援機構）で事業
運営を行っています。

本事業は、西成区で生活保護を受給してい
る１５～６４歳を対象とし、就労支援や生活
支援、社会的つながり作りを実施していま
す。２０２１年度の新規利用者数は９０名、
前年度から継続して利用している人を含める
と１５３名が利用しました。平均年齢は４５
歳と若年層の方々の利用が多いのが特徴的で
す。

病気が原因で生活困窮状態になった方、派

遣などで働いていたが仕事がなくなり生活困
窮状態になった方など様々な背景の方が利用
されています。

主に取り組んでいること
利用者と共に今後の目標や取り組みを考

え、一人一人のニーズに沿った支援を実施し
ています。

①就労支援
利用開始当初、就職活動に必要な携帯電話

や身分証を持っておらず、就職活動をするこ
とができず困っている方が多くいます。携帯
電話契約や口座開設のお手伝いや、身分証取
得のためのお手伝いからスタートします。

就職活動に関しては、適性検査を実施し本
人の希望や適性にあった就労先を共に探して
います。ハローワークや求人誌だけではな
く、地域資源の活用として西成労働福祉セン
ターとの連携なども行っています。長期間働
いたことがないという方も多いため、就職後
のアフターフォロー ( 定着化支援 ) も実施し
ています。

②生活支援
必要な方には、居宅訪問を実施していま

す。一人暮らしの生活を維持するために、お
部屋の掃除のお手伝い・買い物同行・家計管
理支援・金銭管理支援・転居支援などを実施
しています。

③通院支援
健康に不安がある方を対象に受診先の病院

を探し、受診同行を実施しています。
④障がい者手帳取得支援
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支援を通じてアセスメントした結果、障が
い者手帳の取得が必要だと判断した場合に
は、障がい者手帳取得のお手伝いを実施して
います。

⑤社会的つながり作り
サービスハブ「どーん！と西成」では、利

用者や卒業生がいつでも来ることができるよ
う居場所を運営しています。その他、プログ
ラムや地域内でのボランティア活動を実施
し、社会的なつながり作りに力を入れていま
す。

支援実績
・就労：ブランクがある方が多いため、短

時間のパート労働などが主な就労先です。
（単発労働は含まず）

障がい者手帳を取得した場合は、障がい福
祉サービスにおける就労先への見学同行を行
い、体験利用、就労へと繋げています。

・ボランティア活動の繋ぎ：地域内の他団
体や釜ヶ崎支援機構内でのボランティア活動
を紹介しています。

・プログラム参加：「人と話すことが苦手」
という方が多いため、他者と関わることがで
きるよう様々なプログラムを実施していま
す。

・身分証発行：就職活動や携帯電話契約に
必要な身分証の発行のお手伝い。戸籍の変更
や住民票設定なども行います。

・携帯電話契約：就職活動を行う上で携帯

電話がないとなかなか採用に至らないととも
に、ハローワークで紹介状を出してもらえな
いこともあるため、携帯電話の契約のお手伝
いをします。

・受診同行：自身の症状をかかりつけ医に
なかなか説明できない方の受診同行や病院受
診の必要性があるが拒否している方に対し
て、受診の必要性を根気よく説明し、受診に
つなげています。

・障がい者手帳取得支援：支援を通じてア
セスメントを行った結果、取得に相当すると
判断できた場合に取得のための通院同行や各
種手続きなどをお手伝いします。

・転居支援：生活支援が必要な方には、サ
ポーティブハウスなどの支援付き住宅への転
居や近隣騒音に悩まされ心身ともに不安定に
陥ってしまっている人などを対象に転居のお
手伝いをしています。

・他団体への繋ぎ：支援を通じてアセスメ
ントを行った結果を元に必要に応じて、より
専門性の高い団体を紹介しています。繋がる
先が増えることで、いざ困りごとが発生した
際の頼り先が増えます。
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活動の様子

プログラム

ボランティア活動

「居場所」の様子。みんなでゲームをして過ごし
たり、雑談したり、毎日賑やかに過ごしています。

連合体である「こえとことばとこころの部屋 
( ココルーム )」と合同で行なっている 

「身体をゆるゆるゆるめる会」

「美術の時間」

テラスに置くテーブルや棚をみんなで声を 
かけ合いながら協力してつくっています。

地域の子ども支援団体の肝試しのお手伝い
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2021 年を振り返って
２０２０年に引き続き、居場所の時間短縮

などコロナ禍の影響を受け続けた１年でし
た。前年度よりも新規利用者が増え、居場所
に通ってくれる新しいメンバーが増えていき
ました。また職員体制も強化し、ピアスタッ
フや有資格者など専門性の高いスタッフも増
え支援の質の強化にも取り組みました。

コロナ禍の影響を受けた１年ではありまし
たが、徐々に地域内の他団体のボランティア
活動が増えた１年でもありました。地域の子
ども支援団体で子ども達と遊んだり、他団体
に届いた支援物資の運搬のお手伝いを行いま
した。地域内の遊歩道の清掃ボランティア活

動や市営住宅の清掃ボランティア活動も定期
的に行っています。

サービスハブの利用者同士の交流だけでな
く、地域に住んでいる人たちとの交流が徐々
に始まり、社会的なつながりが生まれた１年
となりました。

地域の遊歩道清掃ボランティア

市営住宅の清掃ボランティア
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チャリティ自転車 ポタリン

格 安リサイクル 自 転 車  販 売  修 理  引 取

大阪市阿倍野区昭和町１－８－１４         

TEL：０６－６６２８－５６２２

FAX：０６－６６２８－５６２３

E-Mail：charity@potterin.com

URL：http://www.potterin.com

自転車でのんびり出かけると、新しい発見や出会いがある、

そんな暮らしをポタリンは応援します。

あわてない、ゆったりする、生きていける、

働ける、ものを大切にする、よりどごろがある、

そんな社会になるよう、できることから、はじめます。

リサイクルでいいサイクルを作りましょう。

〒545-0011

営業時間：火～日曜日　10:00 ～ 18:00

 月曜日　定休

○就労困難者の働く場を作ります。

○収益の一部をホームレス生活者・生活困窮者の支援活動に使用します。

○リサイクルを通じて、環境負荷の低減につとめます。

お気軽に

お越しください !

古物商許可　大阪府公安委員会　第６２１２５１４０３３３４

自転車安全整備士　安全整備士番号　第６２００９１３０号

ライフ
昭和町駅前店

文
の
里
商
店
街

地
下
鉄
昭
和
町
駅

あ
び
こ
筋

ローソン

松虫通

ポタリン

地
下
鉄
文
の
里
駅

地下鉄昭和町駅①番出口より
徒歩３分
文の里商店街内
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支援物資・寄付・就労機会提供のお願い

ホームレス状態にある方の就労機会の拡大、居住・生活の安定のため、みなさまのお力をお
よせください。
○ 就労の機会づくりのための事業、居場所づくりのための事業、炊き出しなどへの援助・寄付・

物資の提供

○ ホームレス状態からの脱出を当事者とともに取り組む相談支援における緊急の宿泊、食事
等の提供、債務整理や住民票等手続き費用、滞納家賃の緊急補てんへの寄付

○ ホームレス状態にある方への必需品の提供 
（衣服、下着、靴、毛布、布団、かばん、保存食、タオル、カイロ、歯ブラシ、カミソリなど）

○常用就職をめざす方への就労先の紹介。臨時の仕事の提供

お問い合わせは下記までお寄せください
釜ヶ崎支援機構（南分室）　お仕事支援部　☎０６（６６４５）０２４６　まで
支援物資の送り先
〒 557-0004　大阪市西成区萩之茶屋３－６－１２　釜ヶ崎支援機構（南分室）
寄付金の振込みは下記の口座にお願いいたします
会費・寄付の振込口座：ゆうちょ銀行 
     ００９００－１－１４７７０２　釜ヶ崎支援機構

会報 57 号　2022 年 6 月 25 日
特定非営利活動法人　釜ヶ崎支援機構　〒 557-0004　大阪市西成区萩之茶屋１－５－４

電話：０６（６６３０）６０６０　FAX：０６（６６３０）９７７７
E-mail ： npokama@npokama.org
釜ヶ崎支援機構（南分室）　〒 557-0004　大阪市西成区萩之茶屋３－６－１２

お仕事支援部　 電話：０６（６６４５）０２４６　FAX：０６（６６４５）０３６９
リサイクルプラザ 電話：０６（６６３０）６５７７　FAX：０６（６６３０）６５７８
相談支援事業部　 電話：０６（６６４５）０３８８　FAX：０６（６６４５）０３８９
ひと花センター　 電話：０６（６６４９）７８９０　FAX：０６（６６４９）７８９１
どーん！と西成 電話：０６（６５５６）７２３１　FAX：０６（６６４９）７８９１
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